
 

 

 

 
   自治体の IT 推進が担う役割は、「住民サービスの向上」と「庁内事務の効率化」ですが、それ

を具体的に実現していくためには、「情報セキュリティの確立」と「庁内での情報共有による利活

用」を同時に推進していくことが重要です。この表裏一体の課題に取り組んでいくためには、庁

内情報資産をマネジメント（管理）していくという考え方が必要になります。 

その第一歩として、まず、自治体が取扱う情報を「資産」として認識し、保有する個人情報や

法令秘情報などの重要情報を安全確実に管理･運用ができるよう組織的な仕組みを構築すること

を目的とした、情報セキュリティポリシーの策定が不可欠です。 

情報セキュリティポリシーは、組織や情報環境の変化に応じて随時見直しを行い、実態に即し

て改訂していくことにより、セキュリティレベルの向上を図ります。 
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庁内業務ＢＰＲ 

組織の活性化 
（ナレッジマネジメント） 

住民サービスの向上 

情報の適正管理による情報活用サイクルの実現 

地域産業の活性化 

ＬＧＷＡＮ･住基ネット

自治体のＩＴ化推進の第一歩  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織的なセキュリティ確立の目標 
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機密性：Confidentiality、
完全性：Integrity 
可用性：Availability 
情報セキュリティの確立は情報化推進に向けた第一歩
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情報セキュリティポリシー策定・運用のステップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ４ 
ポリシーの導入・運用 

ステップ３  
情報セキュリティポリシー作成 

ステップ２  
情報資産リスク評価 

■情報資産基礎調査の実施（各課代表者） 
■重要性分類、情報リスク評価基準の確定 
□情報資産リスク分析・評価の実施 

ステップ１  
現状調査 

■情報システム実態、管理状況調査 
－事務局向け情報システム現況調査 
－職員の情報活用意識調査（全職員アンケート） 

【導入準備】：導入計画の作成（対象範囲、推進体制、スケジュールの検討）

 

情報セキュリティポリシーのドキュメント

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報セキュリティポリシーの構造
（３層構成)

情報セキュリティポリシーの構造
（３層構成)
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その他オプション業務 

 情報セキュリティ監査支援業務 
（情報セキュリティポリシーに基づく運用状況

評価） 

 

 

■情報セキュリティ基本方針・対策基準の策定（見直し） 
□職員のための実施手順の作成（見直し） 
■情報セキュリティポリシー基礎研修（全職員） 
□運用・導入時研修（階層別） 
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①情報セキュリティポリシー基本方針
情報セキュリティ対策に関する 
統一的かつ基本的な方針 

の点検・
②情報セキュリティポリシー対策基準 
基本方針を実行に移すための 
セキュリティ対策の共通基準 
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③実施手
に基づいて、職員がどのような行動を図

かりやすく記述したマニュアルを作成し

連携調査のご提案 

人情報保護制度導入支援業務 
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